
日本学生オリエンテーリング選手権大会ミドルディスタンス競技部門

北信越地区代表選手選考会実施基準

第１条 目的

この規則は，日本学生オリエンテーリング選手権大会ミドルディスタンス競

技部門（以下インカレミドル）への，北信越学連からの選手権競技者を公平

に選抜することを目的とする。

第２条 参加資格

１．北信越学生オリエンテーリング連盟の加盟員であり、インカレミドルへ

の参加資格を有する者がセレクションへの参加資格を有する。

２．新規加盟予定者については、前項の規定にかかわらず、参加することが

できる。ただし、セレクション前日までに登録を完了しなかった場合に

は、参加資格はなかったものとみなす。

第３条 運営

セレクションレースの運営者は 4 月までに加盟校の承認を得なければならな

い。ただし，公正な第三者の協力を得たり，委託したりすることは可能とす

る。

第４条 開催日程

１．開催日程は主管となる団体に関わらず原則として 4 月までに加盟校の承

認を得なければならない。

２．第 3 条で定められた実行委員会によるセレクション以外の大会もセレク

ションに指定する場合、 選考人数の割り振りその他追加条件等は 4 月

までに加盟校の承認を得なければならない。承認が得ら れない場合、

第 3 条で定められた実行委員会によるセレクションのみとする。

第５条 開催場所

開催場所は 4 月までに加盟校の承認を得なければならない。また、セレクシ

ョン３ヶ月前から、北信越学生オリエンテーリング連盟加盟員のオリエンテ

ーリング目的の立入を禁止するものとする。

第６条 セレクション免除者

１．以下の者が、インカレロングへの出場の意思を示した場合、インカレミ

ドル北信越地区代表選手として認定され、セレクションが免除される。

但し、その者が当該年度のインカレミドル出場資格なき者の場合、この

規定は適用しない。

ⅰ.当年度において、セレクションの前日までにオリエンテーリングの世

界大会(WCup,WOC,WUOC)のフォレスト競技、各国・地域代表選手

に内定したもの （ただし、JWOC や補欠は除く）



ⅱ.前年度のインカレミドルで入賞し個人実績枠を獲得したもの

2．セレクション免除者がセレクションに参加する場合、セレ対象順位か

ら除くこととする。

３．セレクション免除者が枠数を超えた場合、当連盟加盟校の OBOG で

構成される選考委員会によって選出される。

第７条 セレクション

男女とも当学連に与えられた代表選手枠のうち、代表選手枠から免除者と推

薦枠を除いた人数をセレクションの上位者から順に選出する。

第８条 セレクション不成立時の措置

セレクションレースが、競技不成立等によりセレクションとして不適切であ

ると判断される場合の措置は、 セレクションが行われる前に提案され、承

認を得なければならない。

第９条 推薦

１．当連盟の枠数が男子４、女子３を超えた場合に限り、推薦枠を設ける。

２．推薦者の選出は当連盟の選考委員会が行う。

３．推薦の基準は別紙（※）に従い、推薦枠の人数だけ選出する。

４．前条の代表選手枠が男子 7 名未満・女子 5 名未満の場合は最大１名、

男子 7 名以上・女子 5 名以上の場合は提出者の中から最大２名を選出

する。

５．自己推薦するものがセレクションに欠席していてもその理由は問わない。

６．推薦に関する議事録は公開する。ただし、競技者個人のプライバシーに

関する部分は、自己推薦者に秘匿の意向があり、且つ選考委員会が秘

匿事項と承認した場合、議事録には 公開しないか、または支障ない別

の表現で言い換える。

７．推薦申込者が推薦枠に満たない場合及び選考委員会に推薦者として相応

しいと判断されなかった場合は、セレクションの次点者を繰り上げるこ

ととする。

８．推薦書の提出締め切りはセレクション実施後１０日以内とする。



ミドル・ディスタンス 推薦基準

以下の基準と優先度に基づいて選ぶ。

ただし、同じ優先度の基準を満たす者が複数人いた場合は、提出されたその他

特出すべき大会の成績をもとに選考委員会で話し合いを行い選出する。

優先順位

１ 前年度インカレミドル ME15 位以内 WE10 位以内

２ 今年度インカレロング ME15 位以内 WE10 位以内

３ 提出されたその他特筆すべき大会の成績

４ 日本ランキング エリートフォレスト男子 50 位以内 女子 30 位以内

※やむを得ない事情によりインカレに出場できず上位の優先度には該当しない

ものの、その他の推薦提出者よりも明らかに実力があると選考委員会が判断し

た場合は本推薦・基準を超越した選出を行うことができる。やむを得ない事情

とは選手本人の管理不足によるものを除く。（怪我、病気など）

令和 4 年度２月制定

令和 5 年度より施行


